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浸透流及び移流分散と陽イオン交換平衡との連成解析手法を用いて、圧縮ベントナイトへの塩水通水試験

の再現解析を実施した。陽イオン交換選択係数に圧縮系の試験結果に基づく値を用いたところ、再現性は良

く、本解析手法を沿岸部における緩衝材の陽イオン交換反応の予測に適用できる可能性が示された。 
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1. 緒言 

緩衝材の候補材料であるベントナイトの水理・力学特性は、ベントナイトの吸着陽イオン組成の影響を受

ける。沿岸部の多様な組成の地下水に対応できる圧縮ベントナイトの吸着陽イオン組成の予測手法として、

イオン交換反応を評価する解析手法の整備が必要である。本研究では上記解析手法の整備を目的として、圧

縮ベントナイトに沿岸部地下水又は人工海水を通水した試験の再現解析を実施した。 

2. 解析手法 

解析ツールには、飽和・不飽和浸透流、移流・分散、イオン交換反応の連成解析が可能である HP1[1]を用

いた。Naに対する Ca, K, Mgの各陽イオン交換選択係数

(Gaines-Thomasの選択係数; KGT)には、圧縮ベントナイト

の通水試験により得られた値を用いた。通水液の組成及び

通水速度等の解析条件についても、試験条件を基に設定し

た。また、分散系の試験に基づく KGT[2]を用いて同様の解

析を実施し、圧縮系の値を用いた場合との比較を行った。 

3. 結果・考察 

圧縮系の KGT を用いた解析結果は試験結果を概ね再現

し、分散系の KGTを用いた場合よりも再現性が良好であっ

た（図 1）。このことから、塩水系地下水が浸潤した際の緩衝

材の陽イオン交換の予測手法として本解析手法を適用でき

る見通しが得られた。 
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図 1 平衡状態における圧縮ベントナイトの吸着

陽イオン当量分率と再現解析結果との比較（通水

液：人工海水） 
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